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2 la- 4
紙子の構成についての一考察

木野内清子　○岩佐利佳
(大妻女大)

〔(社) 日本家 政 学会

目的
紙子は、布の代用品として和紙によって作られた衣料類であり、近世、庶民の防寒着等

に用いられていたことは周知のことである。また、現在も、修行僧等、一部には伝統的な

紙子の使用がみられる。紙子の用途は、主として貧者の衣類とされているが、しやれ着の

側面もあり、布地を組合せた多様な構成がみとめられる。今回は、大妻学院所蔵の紙子を

調査し、その構成を通して、紙子による衣生活の一面を考察したい。

方法

遺品の調査

結果
調査した紙子は、江戸時代後期のものと思われる男物の小そでで、胴抜き仕立てになっ

ている。紙子は、柿渋染めの揉み紙で、身ごろの胴の下部分、そでの幅半分、えり先等に

使われている。紙子以外の部分は、濃萌葱の絹紋織地であり、また、この絹地が補強と意

匠を兼ねて居敷、わき止り、すその各縫い目の角、えり先等に用いられている。裏地は、

柿色の麻地が使われている。
茶の紙子と萌葱の絹地をとり合せて、構成された、紙子の小そでは、保温性と丈夫さが

考慮された、しやれ着であったと考えられる。

2 la- 5 有松絞りに関する一考察
○川井裕里江　藤居佻理子

(東京家政学院大)

【目的】有松での現地調査を主として、歴史的背景を追いながら、有松絞りのあり方、そ
して途絶えてしまった絞り技法について考察する。

【方法】有松絞りの現リーダーといっても過言でなく、世界に向けて絞りを発信させよう

としている有松絞り創始者・竹田庄九郎の子孫である竹田耕三氏を縦軸にし、途絶えてし

まった技法の復元に取り組んでいる榊原あさ子氏を横軸に据え、聞き取り調査を行う。ま

た、代表的な絞り技法について修得する。

【結果】江戸時代には分業による量産によって栄えてきたが、需要が減少した現在では、

分業ということが逆に技法の保存を困難としてしまい、これまで築き上げてきた染色文化

が永久消滅してしまうという兆候が既に見られている。技術を保存するためには、分業か
ら個人による制作に変換する必要があるのではないか。それには今日までその存在が表舞

台に登場しなかった職人の名前を明示することで、若い担い手に魅力ある職とする必要が

ある。また絞りはしぼのある質感が特徴としてあげられるので、『絞り＝しぼ』という見

方をし、しぽをいかに多方面で生かしていくことが出来るか考えるべきである。多くの場

合しぼは伸ばしてしまうので、しぽの美しさを殺してしまっている。これを有松絞りの伝
統的な技法によるしぼの風合いをそのまま生かし、しぼそのものを模様と同様に商品化し

ていくべきである。出来上がったもの全てを立体造形物という点で見直し、衣服以外の分

野にも取り入れていくべきであると考える。
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